
令和 7年 3月 吉日

加盟自治会長様

調布市自治会連合協議会

会 長 米圏 桂子

広報紙「ちょうふ」49号発行

拝啓 コロナ禍もようやく終わり、1月 10日 (金)に は新春懇親会を開催することができま

した。皆様にはいかがお過ごしのことでしょうか。いつも一方ならぬお力添えにあずかり、

誠 |こ ありがとうございます。常日頃より、当自治会連合協議会の活動にご理解・ご支援をい

ただき厚 く御礼申し上げます。

さて、年 2回発行しています広報紙「ちょうふ 49号」は、1月 10日 (金)開催の新春懇親

会を中心に編集しました。御笑覧下さい。

ところで近年は回覧枚数を全世帯数分要求する自治会が増えてきていますが、今

後 もこのような要求が続 くとすれば、印刷費のために他の事業ができないことにな

りかねません。以前にも全戸配布を希望する会はあ りましたが、少数自治会だった

ので容認してきましたが、今後は全数要求はお断りすることにいたします。逆に自

治会長が代わると、全数⇒回覧数に変わる自治会も出てきています。

前回から新たな全数要望はお断 りしていますが、それ以前の分については一部全

数配付自治会はこれまで通 りとしますが、変更可能であれば事務局 (03‐ 6750‐

3100or090-5214… 8070渡邊)にお知らせ ください。 敬具



議会

調
布
の
諸
・

南
北
を
貫
く
新
し
い

緑
豊
か
な
一武
蔵
境
通
り

ｏ４
草
線
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車
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・自
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車
専
用
ゾ

ｏ安
心
・安
全
な

地

域

の

つ

な

が

り

　

調
布
市

長

長

友

貴

樹

自
治
会
連
合
協
議
会

の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
市
政

各
性

に
わ
た
り
多
大

な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御

礼
中

し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
は
、
日
ご

ろ
の
防
犯

へ
の
取
組

や
、
地
域

の

お
祭
り
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
住

民

の
顔

の
見
え

る

関
係
づ
く
り

の
構
築

を

図

る
だ

け

で
な
く

、
災
害
時

に
お
け

る
共
助

の
要
と

な

る
重

要

な
組
織

で
す
。

そ
の
自
治
会
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
貴
協
議
会

で
は
、
防
災

へ
の
備
え

と
し
て
、
昨
年
１０
月
に

「水
を
侮
る
な
」
を
テ
ー
マ
に

「安
全
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
さ
れ
、
河
川
や
内
水
氾
濫
の
脅
成
に
つ
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ｃ

ま
た
、
今
年
度
は

「
地
域
自
治
会
牧
場
」
に
取
り
組
ま
れ
、
ポ

ニ
ー
の
乗
馬
体
験

な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
精
力
的
に
自
治
会
内

や
自
治

会
同
士

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
交
流

の
場
を
創
出
頂

い
て
お
り
、
市
と
し
て

も
非
常

に
心

強
く
感

じ

て

い
る
と

ヽ

で
す
。
引
き
続
き
、
自
治
会

の
ま
と

よ
う

お
願
，

い
た
し
ま
す
。

議
会
の
益
々
ぢ
ご
発
展
と
会
員
の

め
役
と
し
て
、
お
力
添
え
を
賜
り

結

び

に
、
調

布

市

白

治

会

連

・

皆
様

の
ご
多

幸

、
ご
健

勝

を
祈

・
０
「
″

■
ロ

げ

ま

す

。

よ
り
‐‐安
全
ｏ安
心
な
街
づ
く
り
を

ｏ
…

調
布
市
自
治
会
連
合
協
議
会

会
長

米

国

桂

子

月
日
の
過
ぎ
る
早
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。
理
事

一
同

白
治
会

の
高
齢
化
に
よ
る
組
織
維
持
に
奮
戦
し
て
お
り
、

日
頃

の
皆
様

の
ご
協
力

に
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
ｃ

先

日
は
新
春
懇
議
会

に
ご
参
加
頂
き
ま
し

て
有
難

う

ご
ざ

い
ま

し
た
。
企

画
募

員
会

、
安
全
対
策
委

員

会
、
地

域
事

業

委

員
会
、
広

報

委

員
会

各

々
の
事

業

を
例
年

通
り

に
行

い
ま
し
た
。
特

に
地

域
事
業
員

会

は

「
ポ

ニ
ー
と
ふ
れ

あ
う
会
」
を

四
か
所

で
幼
児

か

ら
老

人
ま

で
文
字

通

り
老

若

男
女

の
皆

様

は
大

喜

び

の
事
業

で
、
お
馬

さ

ん

に
乗

っ
た
り
触

れ
た
り

の
機
会

は

珍

し
く
大

変

な
人
気

で
し
た
。
来
期

も

望
ま

れ

る

こ
と

で
し

ょ
う

。

ま

た
、
十
　
月

の
社
会
福
祉

バ
ザ

ー
は

お
汁
粉

が
早

々
に
完
売

し

て
し

ま
う

ほ
ど
の
盛
況

で
、
寒
さ
と
戦

い
な
が
ら
最
後
ま

で
頑
張
り
ま

し
た
。

今
後

と
も
市
政

に
協
力

し

て
、
安
全

・
安
心
な
住

み
良

い
街
づ
く
り
を
皆

様
と
と
も

に
頑
張

り
、
五
十
三
年
目

の
歩
み
を
進

め

て
ま

い
り
ま
す

の
で
、

一
層

の
ご
協
力
を
頂
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ろ

2025令和7年―辰

街 と

一
ス
一

一
一

一

・



圏
創
立
５３
周
年
、
龍
に
続
く
巳
の
年

へ
の
前
進

調
布
市
自
治
連
協

新
春
驀
親
睦
会

開
催

令
和
７
年
１
月
１０
日
、
調
布
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
小
ホ
ー
ル
で
新
春
懇

親
会
を
実
施
。
冒
頭
、
渡
邊
事
務
局
長
が
米
田
会
長
の
代
理
で
、
令
和

６
年
度
の
活
動
を
顧
み
る

一
方
、
能
登
半
島

の
地
震
か
ら
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
復
興
中
で
現
地
の

厳
し

い
状
況
が
続

い
て
る
中
、
来
賓

の

方
々
か
ら
も
、
能
登
半
島

の
地
震
に
関
係

し
た
お
話
が
多
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

長
友
市
長
は
、
能
全
の
震
災
で
、
自
治
連

協

の
重
要
性
を
考
え
ざ
る
得
な

い
．
調
布

市
と
し
て
は
、移
動
ト
イ
レ

（６
人
）
を
納
め
、

市
の
移
動
ト
イ
レ
も
出
動
し
た
。
井
上
市

議
会
議
長
は
、
阪
神
３０
年
を
経
過
し
た
今

年
度
は
、
地
域
の
防
災
、
行
政
と
議
会
の
協

力
を
市
政
に
提
案
し
て
い
く
と
の
内
容
＾

尾
崎
都
議

は
、
能

登

の
災
害

関
連

死

約
２
７
０
人
で
、
震
災
後
の
支
援
も
大
切
で

あ
り
、
調
布
市
で
は
、
移
動
ト
イ
レ
で
の
支

援
を
中
心
に
、
災
害
に
強
い
年
に
し
た
い
。

中
島
都
議
は
、
水
害
対
策
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
多
摩
川
底
を
６０

帥
取
り
除

い
て
、

洪
水
の
緩
和
に
つ
な
げ
た
い
。
林
都
都
議

は
、
東
京
都
の
底
力
助
成
が
自
治
会

の
さ

ら
な
る
活
性
化
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
内
容
で
し
た
。
調
布
警
察
暑
長

の

ご
挨
拶
で
は
、
不
審
な
こ
と
は
警
察

へ
、

特
に
、
急
に
お
金
を
振
り
込
む
な
ど
は
詐

一「安
奎
鸞
策
セ
ミ
女
―
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
布
市
で
は
２
０
１
９
年
に
台
風
１
９
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
、

多

数
住

戸
（２
４
６
戸
）
が
浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
６
０
０
０
人
余

り

の
地
域
住
民
が
市
内
施
設

へ
の

一
時
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

と

い
う
過
去
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
も
大
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
被
害

想
定

に
よ
る
避
難
情
報
が
２
度
も
発
令
さ
れ
て
い
ま

す
。
幸

い
被
害
事
例
は
な
く
終
結
し
ま
し
た
が
、
豪

雨
に
よ
る
河
川
災
害

へ
の
取
り
組
み
は
調
布
市
の
最

重
点
課
題
と
言
え
ま
す
。

今
年
度
の
安
全
対
策
セ
ミ
ナ
ー
は
十
月
二
日
、
講
師

に
中
本
賢
さ
ん
を
お
招
き

し

て

『水
を
あ
な
ど
る
な
』
と
い
う
テ
ー

マ
の
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。
中

本
さ
ん
は
俳
優
業
の
か
た
わ
ら
、

多
摩
川
再
生
を
中
心
と
し
た
環

境
保
護
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、

河

川

に
関
す

る
造
詣

が
深
く
、

当

日
も
幅
広
く
興
味
深

い
お
話

を
身
振
り
手
振
り
交
え

て
情
熱

的
に
た
く
さ
ん
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
摩
川
に
つ
い
て
は
周
辺
地
に
生
え
る
土
筆

の
生

え
る
風
景
写
真
を
ヒ
ン
ト
に
、
そ
の
土
地
り
過
警
が
ど

う
で
あ

っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
、
災
害
回
避
に
向
け
た

最
大
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
自

分

の
住

ん

で

い
る
地
域

で
過
去
何

が

あ

っ
て
音

の
人
は
ど

の
よ

う

に
暮

ら
し

て
き
た

の
か

rr、
1‐ _
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欺
と
思
っ
て
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。　
」
一

い
ず
れ
の
方
も
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

が
重
要

で
あ
り
、
地
域

の
底
力
助
成

の
活

用

で
防
犯

・
防
災
を
強
調
さ
れ
、
自
治
会

の
重
要
性
を
強
調
３
自
治
連
協

に
し
ま
し

て
も
、
非

常

に
大

き

な
力
添

え

を

い
た

だ

い
た
と
改
め
て
認
識
し
た
次
第
で
す
ｃ

当
日
の
出
席
は
、
来
賓

１９
名
、
自
治
会
関
係
者
翌
名

約
２
時
間
の
懇
親
会
で
し
た
が
、
地
域

の
白
治
会

の

な
語
り
合

い
で
交
流
を
深
め
ら
れ
た
懇
親
会

で
し
た

一
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を
知
る
確
い

つヽ

里 動

と

は

、
今
に
生

と

な

る
，
イＣ

ル

）

中本 さんの熱演中本さんを囲んで

・・重・ `ヽ 鮮席

=

議: き賽じ席:

■

賛
助
会
員

様

○
自
治
連
協

へ
の
ご
支
援

。ご
協
力
に

心
よ
”
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
―

菫

団

体

…

。
調
布
市
社
会
福
祉
協
議
会

。
調
布
交
通
安
全
協
会

。
調
布
地
区
防
犯
協
会

・
調
布
災
害
防
止
協
会

。
共
同
募
金
調
布
地
区
協
力
会

。
調
布
市
商
工
会

。
調
布
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

輻

企

業

…

・
高
津
装
飾
美
術

（株
）

。
林

建

設

（株
）

。
シ
マ
ダ
ハ
ウ
ス

（株
）

人
株
）
伊
藤
左
官
工
業

・
斉
藤
倉
庫

（株
）

共
株
）
ア
ド
バ
ン
ス

・
小
田
急
バ
ス
（株
）

・
京
エ
バ
ス
（株
Ｙ
調
布

（営
）

。
昭
和
信
用
金
庫

多
摩
川

（支
）

共
株
）
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム

共
株
）
く
ら
し
の
友

・
調
布

（営
）

・
深
大
寺

矢
田
部
茶
屋

。
深
大
寺

雀
の
お
宿

・
深
大
寺

水
神
苑

・
ユ
ウ
キ
食
品

（株
）

。
三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
（株
）

調
布
セ
ン
タ
ー

共
株
）
調
布
清
掃

心
を
そ
そ
●ヽ
れ
る
な

‐‥ど
一

話
術
巧
み
に
二
時
間
余
一■
聴
衆
を
飽
一

き
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
最
後
は
記
念

写

真
を
撮

っ
て
講
演
会
を
終
え

‐
ま
し
た
。
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お
気
づ
き
で
し
た
か
、
武
蔵
境

通

り
「
深
大
奪
饉
・置
」
の
我
が
街
自
慢

願
バ
ル
コ
ニ
ー
の
あ
る
本
製
手
す
り
の
橋
　
東
京
都

の
平
凡
な
橋

の
計
画
案

に
、
た
だ
渡
る
だ
け
で
な
く

橋
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
野
川
を
な
が
め
ら
れ
、
夏
は
熱
く

冬
は
冷
た
く
な
ら
な
い
本
製
手
す
り
、

野
川
側
か
ら
見
て
も
優
し
い
姿
で
あ
る

よ
う
に
と
た
く
さ
ん
の
注
文
と
提
案

を
し
、
１０
年
の
粘
り
強
い
が
ん
ば
り
の

末
に
勝
ち
取

っ
た
橋
な
の
で
す
。

饉
屋
根
の
あ
る
バ
ス
停
　
計
画
に
は
な

か

っ
た
バ
ス
停
の
屋
根
が
住
民
協
議
会

の
頑
張
り
で
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
八
道

の
先
の
三
鷹
地
区
か
ら
は
屋

根
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
て
見
て
み
て
下
さ
い
。

議
爾
止
交
通
大
鎮
輸員
受

２
０
０
７
年
度
・全
国
街
路
事
業
コ

ン
タ
ー
ル
最
優
秀

『国
上
交
通
大
臣
賞
』
に
輝
き
ま
し
た
。

子賞邑塗パネル(植効公園前, 御塔坂橋提案
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量
一を
鋳

え

ｉ

菫
軍
華

轟
二
，議
電
み書
一懸
舞
貴
尋
事
書
拳
重
圭
璽
菫

一

を
利
用
し

て
、
４
回
日
は
北
部
地
区

で
２
月
９
日
¨

深
大
寺
野
市
園

（深
大
寺
南
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
‐

４

回

開

催

の

藻

撃
菫

事

酒
売
―，
場
で
は
飛
ぶ

一
ｒ
』

７
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、
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ノ

キ

‐

‐

ョ
リ

で

溢

れ

活

気

に

満

の
内

に
終

了
３
当

を

上

回

る
売

り

上

い
た
成
果
を
得

る

れ
期

待

し

お
か
げ
さ
ま

で
、
社
会
福
祉
協
議
会

に

は
当
初

の
計
画
ど
お
り
、
売
り
上
げ
協

力

金
を
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■

「自
治
会
勉
強
会
」
を
開
催

令
和
６
年
Ｈ
月
２３
日

（
土
）
深
大
寺
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
主
に
深
大
寺
地
域
の
白

治
会
を
対
象
に

「
自
治
会
勉
強
会
」
を
開
催
．

参
加
者
は
深
大
寺
地
域
７
自
治
会
、
そ
れ

以
外
１

白
治
会
、
合
計
８

白

治

会

‐０

人
。
白

治

会

連
合
協
議
会
、
市
役
所
を

含

め
１０

人

の
合

計

２０

人
。

は
じ
め
に
、
自

治
会

連
合

，

協

議
会
事

務
局
か

ら

「
自

治
会
加
入
勧
誘

マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に

つ
い
て
説
明
。
そ

の
後
、

各
自
治
会

か
ら
、
活
動
状
況

の
現
状

や
課

題

な
ど
を
発
表
。
そ
れ
を
受

け

て
質

疑

応

答

を

行

い
、
続

い
て
活

発

な
意

見

交

換
が
行
わ
れ
、
予
定
時
間
を

４５
分
超
過
す

る
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。
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，多
ヽ

．―

響

一

与
一

ヽ

●

ｒ
●

１

‘ヽ

一つ
亀
■
杷

〓
〓

〓

一
ヽ

′

．
■
ノ 篭

藪
増
嗜
参
轟ヽ
、

多

か

っ

た

こ

と

ま

れ
、
乗
馬
数

人
も

２
回
が

畿
書
き
ち
が

一
磯睡
一」
な

令

和

７
年

度

も

２
回

の
開

催

を

す

の

で
楽

し

み

に
し

て
く

だ

さ

い
。

こ
，嗜
ｉ
普
う

・碁
れ

轟

緋
華

季

ｉ）
で

彗

い
輩

奮常
ぎ

薄

靖

奮

理

動

へ
骨

華

解
を

章

静
ザ
ヽ
彗
，暮
■
Ｌ
鶴
件
と

願

っ
て
お
り

ま
す
。

墓

、
通

纂

ま

し

た

ｃ

計

画

し

て
お

り

ま

１２
月

７
日

（土
）
、
１
好

天

の
甲
市
役
一町

■
「福
祉
ま
つ
り
」
に
参
加

一
第

４７
回

調
布
市

福
祉
ま

つ
―，

一
が
令

和

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

治
会
連
合
協

議

会

も

参

加

甘

酒
や

バ
ザ

■

し
、
お
汁
粉
、

開

店

と

同

時

に
お

店

を

出

店
。
午

前
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

まつり出店勉強会風景

・
宮
沢
設
備

工
業

共
株
）真
光
書
店

共
株
）
ＹＣ
読
売
セ
ン
タ
ー
調
布
中
央

・
上
石
原

中
村
医
院

・
京
王
メ
モ
リ
ア
ル

（株
）

京
王
メ
モ
リ
ア
ル
調
布

共
株
）
や
ま
ぐ
ち

（布
田
二
丁
目
）

。
京
王
不
動
産

（株
Ｙ
調
布

（営
）

共
株
）
共
和
電
業

共
株
）
メ
モ
リ
ー
ド
東
京
・

調
布
メ
モ
リ
ー
ド
ホ
ー
ル

共
株
）
ハ
ギ
ワ
ラ
オ
ー
ト

・
ア
ク
ラ
ブ
調
布

・
臭
社
会

西
日
医
院

共
株
）
角
川
大
映
ス
タ
ジ
オ

・
中
国
料
理
　
漁
園

共
株
）
ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京

調
布
局

共
株
）
Ｊ
Ｔ
Ｓ

共
株
）
吉
野
清
掃

颯

察
議

渥

人

…

・
深
大
寺

・
西
光
寺

。
明
西
寺

。
光
照
寺

・
布
多
天
神
社

・
青
渭
神
社

。
国
領
神
社

蝙

白

治

機

…
・

・
緑
ヶ
丘

一
丁
目
自
治
会

。
緑
ヶ
丘
西
部
自
治
会

*印 :新賛助会員様

.屋根のあるノ

遊
参
３
義一憔
で

圧

倒

的

に

こ

の
催

し
を

知

つ
た

痣

颯

隧

鳳

颯

蟷

颯

麒

颯

颯

蝙

颯

骰

晰

晰

隧

颯

颯

洟

晰

颯

魃

隧

晰

晰

晰

餃

餃

藤

餃

祗

颯

鰺

祗

瞼

睫

|‐涸ε饉
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布

田

南

部

自

治

会

　

　

　

　

　

　

　

布
圏
南
部
自
治
会

白
山
宮

部
長

・
山
本

布
田
南
部
自
治
会
は
布
田
５
丁
日
と
布
田
６
丁
目
の

一
部
５
３
５
世
帯
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
中
心
に
江
戸
期

・
天
明
年
間
Ｔ

７
８
１
１
８
９
）
創
立
と
謂
わ
れ
る
白
山
宮
神
社
が

『秋
祭
り
ｏ
白
山
宮
こ
ど
も
祭
り
』

毎
年
九
月
第

二
週

の
上
日
、
『
こ
ど
も
祭
り
』
の
名

を

冠

し

て
沢
山

の
景
品
を
用
意

し
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
中
心
と

し
た
出
席

、
こ

ど
も
神
輿

・
大
鼓

の
巡
行
な
ど

、
地
域

の
子
供
た
ち

の
思

い
出
づ

く
り

・
故

郷
づ
く

り
を

目
指

し

て

い
ま
す
。

『
初
詣
』

自

治

会

役

員

総

出

で
元

旦

午

前

零
時

か

ら

初

詣

参

拝

者

を

お

迎
え

し
、
甘
酒

・
み
か

ん

。
福
銭
を

お
振
舞

。
今

年
午
前

１
時
ま

で
の
参
拝
客
は
３
９
０
人
、
過
去
最
高

の
人
出

で
し
た
。

「節
分
祭
』

今
年
の
節
分
は
二
月
二
日
、
１
２
８
人

の
地
域

の
み
な
さ
ん
が
神
社
境
内
を
埋
め
ま
し
た
。

「
福
は
内
、
鬼
は
外
―
」
の
大
合
唱
。
今
年
も
福
多

い
良

い

一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う

に
―

こども祭‐り初 詣

『
深

大

寺

そ

ば

は

文

化

』

深
大
寺

そ
ば
ご

ち
そ
う

門
前
　

代

表

浅

田

修

平

元

々
武
蔵
野
の
人
々
が
食
し
て
い
た

の
は
「
う
ど
ん
」
で
し
た
。
土
地
の
人
々
が

一
生
懸
命

「
そ
ば
」
を
育
て
て
粉
に
挽
き
お
寺
に
奉
納
す
る
。
そ
れ
を
お
寺
の
人
た
ち
が
打

っ
て
客
人
を
も

て
な
し
た
の
が

「
深
大
寺
そ
ば
」
、
そ
ば
は

「ご
ち
そ
う
」
だ

っ
た
の
で
す
。

式

『
深
大
寺

そ
ば
ご
ち
そ
う
一
の
フ
レ
ー
ズ
こ
こ
か
ら
頂

い
て
い
ま
す
。

轍
　
当
店
に
松
本
清
張
さ
ん
が
よ
く
お
越
し
に
な
ら
れ

奇
て
い
た
当
時
、
清
張
さ
ん
専
用
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

糊
山
菜
の
天
ぷ
ら
、あ
ら
び
き
の
と
ろ
ろ
そ
ば
、そ
し

奮
て
ニ
ジ
マ
ス
の
塩
焼
き
で
す
こ私
の
父
が
ニ
ジ
マ
ス

抑
を
さ
ば
い
て
お
出
し
し
て
い
た
そ
の
姿
が
小
説
「波

餞
の
塔
」
に
も
出
て
い
ま
し
た
。
父
は

「
そ
ば
守
り

そ
関
わ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
、
私
が
先
代
ゞ

っ
た
こ
と
も
あ
り
「
一
味
会
」
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ

夜
の
会
」
な
ど
、
気
軽
に
楽
し
み
親
し
ま
れ
る
深
大
寺
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
尽
力
．
昨
年
は

清
張
メ
ニ
ュ
ー
の
『そ
ば
膳
』
を
復
活
さ
せ
、
能
登
を
舞
台
に
し
た
小
説

「
ゼ
回
の
焦
点
」
と
の

ご
縁
も
あ
る
能
登
の
「災
害
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
」
と
お
話
し
て
い
ま
し
た
。
（Ｍ
記
）

４

■

、
―

観
音
」
の
建
立
に
も

」
住
職
と
歳
も
近
か

コ
ン
サ
ー
ト
」
「十
三

浅田さんご夫妻

●本―ムページ(HP)を 基 |こした自治会の活性化実議麓
l交流会】HPがない自治会が対象です。
開催日 9月 6日

〔HP作成講習会1(無料 )
開催日111月～ 1月の3日間を2回

【HP維持管理議習会】〔無料｀

□
編
集

後

記

〈
フ
回

の
Ｆ引
一春
衆
ｉ
一税
ム
〓
は
配

有々
の

中
込

で
５８
名

出
席
と
昨
年

（
ｙ
名
）

と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た

二́
十
日
の
開
催

に
つ
い
て
ｆ
目
治
会
長

の
方
か
ら
仕

事
な

の
で
出

ら
れ
な

い
と

の
声
が

多
く
あ
―，
ま

し

た
．
来
期

は
土
曜

日
を
確
保

し
ま
し
た

の
で
増
加

に

転
ず
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
人
可
年

初
め
て
開
催
し
た

「
ポ

ニ
ー
の
会
」
が
人
気
を
集
め
た
の

で
、
来
在
一度
も
継
続
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
賛
助
会
員
が
２
事
業
所
加
入

さ
れ
ま
し
た
＾
賛
助
会
員
様

の
増
加

は
７
年

ぶ
り

の
こ
と
で
す
．
こ
れ
は

Ｓ
理
事

の
尽
力

に
よ
る
も

の
で
す
。

有
難
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。

＊
新
加
入
賛

助
会
員

欄

Ｊ
Ｔ
Ｓ
様

鶴
吉

野
清
掃
様

日
本
最
大
の
肖
像
彫
刻

本
来
二
十
年
に
一
度
の
御
開
帳
を
特
別

今
和
７
年
４
月
２６
日
（土
）
～
６
月
２
日
（月
）

拝
観
時
間

１〇
一〇０
～
１６
一〇〇

秘
仏
・だ
〓■
年
傑
大
開
颯

藩
げ
千

Ｆ
″

・“

●

V̀
L
″ '」

ノしよ

す)

Z:'042-486‐5511

調布の安全・安心に貢献します

舎可
'綱

株式会社JTS
Japan Tot」 Security

24日寺間 365日
誠実×信頼

調布市小島町 ]‐ 15-9
TEL 042-444‐ 5061
∪RL http:〃 www.it‐ s.lp

株式会社 野清掃
資,042引483-6259

毎
月
　
第

一
日
曜
日
　
つ
く
る
市

二
日
曜
日
　
骨
董
市

二
十
五
日
　
天
神
市

・
里
神
楽

境
内
で
開
催
し
ま
す

鵞
延裏内す
員
神
織

電
話
〇

四
二

（
四
八
九
）
○
〇

二
二

「

‐ ‐ ‐ ‐ 口 疇 曖 中

“

爾 ‐ 暉 率 轟 轟 ‐

"薇
轟

“

轟

“

轟 口 亜 疇
電

開催日:1月 ～2月の 1目を2回       ※HPの 内容を充実し、
1自治会活性化のた跡の勉強会】      りニューアルしました。

開催巨:●1回目:セミナー/8月 31日        是非こ覧ください。
11)2回壼～6回目:意見交換会 /9月 28日 ]1月 16日 1月 23日 2月 8日 .3月 15日

※詳細は、自治達協本一ムベージをご覧くださしヽ
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